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「学校っていいな」「友だちっていいな」「栗真っていいな」 

～新型コロナウィルス感染症が拡大する社会から感じたこと～  

感染が拡大し緊急事態宣言が出されていた 9 月１か月間は、子どもたちにとっても大

変な期間でした。大きな声は出してはいけない。大好きなお友達とも 1 メートル以上近づ

いてはいけない。授業中も給食中も静かに過ごす。リコーダーは吹けない。等々の状況の

中、子どもたちは活気を失い、朝のあいさつの声にも元気がありませんでした。 

そんな時、「あけぼの」（津市人権教育広報）29 号に次の記事を見つけました。 

 「あけぼの」に出てきた「ハイタッチ」（学習教材）とよく似た光景が、つい先日、一斉下校

の場面でありました。別々の方向に帰っていく友だちに、大きな声で「さようなら」は言えな  

～略～   

国内でも感染症拡大を防止するため、学校の教育活動や企業等の就労、そして、日常生

活においても外出自粛などさまざまな制限や制約が設けられました。さらには新しい生活

様式が提言されるなど、これまで経験したことのない状況が生まれ、今まで当たり前だと

思っていた生活が大きく変化しました。その中で、さまざまな問題も起きました。  

その一つが、社会問題としても大きく取り上げられた、新型コロナウィルス感染症に伴

う誹謗中傷や差別的行為です。ウィルスに感染することに対する不安や恐怖心から、ウィ

ルス感染に関わる人々を排除したり、誹謗中傷や差別したりするなどの行為となり、人と

人とのつながりが分断されてしまうようなことが起きました。  

これらのことは、これまで潜在化していた意識が表面化したのではないかと感じていま

す。だからこそ、私たち一人一人が自らの中にある「自分には関係ない」「自分さえよかっ

たら」などの意識と向き合いながら考え行動する時なのだと思います。  

感染を防いだり恐れたりすることと、人を攻撃したり差別したりすることは違います。

互いを排除し合うような社会は誰にとっても生きにくい社会なのではないでしょうか？  

今回のあけぼのでは、「今、伝えたい私の思い」をテーマに、人と人が豊かにつながり、

共に生きることのできる社会を目指して取り組む 5 人の思いを紹介します。今の社会の状

況をさまざまな人の視点から捉えて課題を明らかにし、何を大切にしていくのか、全ての

人が安心して暮らせる社会とはどのような社会なのかを考えるきっかけにしたいと思いま

す。  ～略～  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

未来へつなげるために  今、伝えたい私たちの思い  －第 29 号あけぼのより抜粋－  
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いけれど、大きく大きく何度も手をふり合っている姿がありました。きっと、ハイタッチしたよう

な気分になって、友だちとのつながりを感じ、「友だちっていいな」と思えたと思います。 

 ようやく緊急事態宣言が解除され、休憩時間に運動場で遊ぶ子どもたちの表情にも少

しずつ明るさが戻ってきました。今回の緊急事態宣言で改めて、人と人とがつながる大切

さ、子どもが安心して過ごせる居場所として学校の果たすべき役割の大切さを実感しまし

た。「あけぼの」にあるようなことが大人の世界では起きていますが、子どもたちには「友だ

ちっていいな」と感じ友だちとのつながりを大切にする子になってほしいと考えています。

「どんな場面で友だちっていいなと感じるのか」「どうすれば友だちっていいなと思い合える

のか」を考えられるよう学習を進めていきたいと思います。そして、「学校っていいな」と思え

る学校ってどんなところなのか、子どもたちと一緒に考えていきたいと思っています。 

ご家庭でも「学校っていいな」「友だちっていいな」「栗真っていいな」について、お子さ

まと一緒に話してみてください。 

 

毎朝検温をしています！        感謝状を渡しました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

子どもたちは登校すると、校舎内に

入る前に、保健室に設置してある検

温計で、体温を測っています。 

 

サッカ―コートの草刈りをしてくださ

った地域の方に、児童会から感謝

状を渡しました。 

 

１０月の行事予定             

  ６日（水） 14 時 10 分一斉下校（職員研修のため） 後期児童会選挙                 

  ７日（木） 視力検査（2・5・6 年） 図書ボランティア読み聞かせ（1 年） 

  ８日（金） 視力検査（1・3・4 年）  

 １１日（月） 委員会  アルバム写真撮影（６年） 井村屋オンライン見学（3 年）  

 １２日（火） 社会見学（4 年） 

 １３日（水） 地域学習（3 年） 

１４日（木） 図書ボランティア読み聞かせ（2 年） 

 １８日（月） 運動会係打ち合わせのため 4～6 年 15 時 30 分下校  

 20 日（水） 14 時 10 分一斉下校（職員研修のため） 

 2１日（木） 避難訓練  

 22 日（金） 社会見学（3 年） 

 25 日（月） 運動会前日準備（４～６年 15 時 35 分下校）（1～3 年 13 時 20 分下校） 

 29 日（金） 地域学習（3 年） 

 


